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（1） 対象地域 

ドイツ国内のエルベ川流域。 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

本論文は、数十年にわたり大気中に継続的に放出されてきた人為使用の鉛の地表蓄積と河川流出を、

数理モデルで解析したものである。研究の特徴は長期、そして広域を扱っている点である。数理モデ

ル化に耐えるモニタリングデータセットが、人の健康に関わる重要な汚染物質に対しては殊に求めら

れる。 

 

（2）流出挙動・経路 

本論文で摘出されている河川への移動経路はつぎのとおり。1)表流水により河川に運ばれる土壌粒子

に含まれた移動、2)表流水に溶存した形態での移動、3)鉛を含む微粒子の大気から河川水面への降下 

 

（3）除染の際の留意点 

興味深い指摘は、水系に堆積した泥に含まれる鉛の処分である。除去のために浚渫することは、かえ

って処分場の確保の問題や、撹拌による生物移行の促進の可能性など、負の効果を持つことが指摘さ

れている。 

 

（4）担当者のコメント 

地上の発生源、大気、地表降下、土壌蓄積、河川流出という経路をたどった人為使用の鉛は、原子力

施設事故時の放射性セシウムと同種の移行経路を持つ。すなわち、アナログ物質である。土壌構成成

分への吸着性が大きな点でも、両者は共通性を持つ。この鉛の長期的な運命研究、河川流出過程の経

年変化解析は、放射性セシウムの今後の長期的運命を予測するのに参考となる。 

 


